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第 6 回⽇独 Beyond 5G/6G 研究ワークショップを開催 

  
2025 年 7 ⽉に Berlin 6G Conference に併設する形で、「第 6 回⽇独 Beyond 5G/6G 研究ワークショッ

プ」を開催しました。本イベントは⽇独の研究・産業界の連携をさらに深める場として開催され、多くの

参加者が集いました。 

（1） Berlin 6G Conference 2025 

“Berlin 6G Conference”は、6G Platform Germany が主催して 2023 年から毎年開催している、ドイ

ツにおける 6G 研究のフラグシップ会議です。参加者は 1,000 ⼈規模にのぼり、国内の多様なステークホ

ルダに加え、⽇本を含む海外からのキーパーソンも多数参加しました。技術発表だけでなく、広いデモス

ペースでの展⽰も特徴であり、交流と情報交換が活発に⾏われました。 

開会セッションでは、ドイツ連邦研究・技術・宇宙省（BMFTR）の State Secretary の Dr. Rolf-Dieter 

Jungk ⽒が挨拶を⾏い、研究開発における国際連携、とりわけ⽇本との協⼒の重要性を強調しました。続

いて総務省の松井正幸技術政策課⻑から⽇本の Beyond 5G 関連政策や⽇独共同で採択した研究開発プロ

ジェクトについてオンライン講演がありました。 

2 ⽇⽬の基調講演セッションでは、NICT の徳⽥英幸理事⻑が講演を⾏ない、NICT の Beyond 5G 研

究開発の概要とこれまでの⽇独連携に加えて、MWC2025 や⼤阪・関⻄万博における NICT の出展内容な

どを紹介しました。午後の“6G-Powered Industrial Internet of Things”セッションでは、板⾕聡⼦ 

Beyond5G 研究開発推進ユニット研究統括が Flexible Factory の活動について講演するとともに、ドイツ

国内のモバイル関連企業や研究機関の登壇者とともにパネルセッションに登壇して議論しました。 

 

 

 

 

 

 

 

BMFTR の Dr. Rolf-Dieter Jungk の開会挨拶（左）と徳⽥理事⻑との意⾒交換（中）、総務省 松井課⻑の基調講演（右） 

! ! !
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3 ⽇⽬午前の“Standardization and Technologies for High Data Rate mmW 6G Communications”セッ

ションでは、荘司洋三ソーシャル ICT システム研究室⻑がミリ波やテラヘルツ波のスポット通信による

⾃律型モビリティ社会について講演しました。 

カンファレンスの期間を通じて、⽇本からの参加者にはポスターとデモの出展スペースが割り当てら

れ、NICT以外の研究者も含めて、⽇独連携による研究成果が 4 件のポスターと 3件のデモにより展⽰さ

れました。 

 

（2） 第 6 回⽇独 Beyond 5G/6G 研究ワークショップ 

「⽇独 Beyond 5G 研究ワークショップ」は、2023 年に第 1回⽬を開催し、それ以降は⽇独の持ち回

りで年 2回開催しています。当初よりドイツ側での開催は Berlin 6G Conference の１セッションとして開

催していますが、第 6回の今回は特にプレナリホールを会場に割り当てて開催されました。 

最初に、⽯津健太郎 Beyond5G デザインイニシアティブ⻑より「⼀連のワークショップは 3 年間とい

う短い期間ではあるが 6回ものワークショップを開催することを通して深いつながりができ、数々のプロ

ジェクトが育った」と、開会の挨拶をしました。また、BMFTR の Dr. Dirk Ziemann から冒頭の挨拶と

して、今後の⽇独連携の⼤きな期待が述べられました。 

 

 

 

 

 

徳⽥理事⻑の基調講演（左）、板⾕研究統括と荘司室⻑の講演（中）、プレナリホール後⽅からの聴講者の様⼦（右） 

⼈通りが多いエリアに割り当てられた⽇本参加者のポスター・デモ出展ブース 

! ! ! !

! ! ! !
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その後、総務省と BMFTR の共同公募の採択プロジェクトから Dr. Behnam Shariati (Fraunhofer HHI)

と Dr. Yasuhiko Aoki (1FINITY)がプロジェクトの概要を説明しました。 

本ワークショップはこれまでも⼀⽅的な講演ではなくインタラクティブな議論を重視しており、今回

もメインイベントはパネルセッション形式で⾏われました。Prof. Haris Gačanin (RWTH Aachen)がモデ

レータを務め、Dr. Simone Redana (Nokia), Dr. Takehiro Nakamura (NTT docomo), Prof. Akihiro Nakao 

(Univ. of Tokyo), Dr. Niels König (Fraunhofer IPT)の 4⽒が登壇し、事前講演をせずに対話を始める形式

で 70分間にわたる議論が⾏われました。今回は会場から多くの質問が寄せられ、モバイル業界はどんな

⼈材を求めているのか、などという学⽣ならではの質問もありました。 

また、当⽇は⽇本の XG モバイル推進フォーラム(XGMF)とドイツの 6G Platform Germany の MoU締

結署名式がワークショップの中で⾏われました。両者は両国を代表する 6G の業界団体であり、今回を機

会にして産学官全体での両国の交流がさらに加速することが期待されます。ワークショップの閉会に当た

り、6G Platform Germany代表の Prof. Hans Schotten の挨拶の後、⽯津イニシアティブ⻑から次回の第 7

回ワークショップが 2026 年 1 ⽉ 21 ⽇〜22 ⽇に東京で開催されることがアナウンスされ、恒例となる全

体写真を撮影して解散となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

! ! ! !

⽇独ワークショップにおける⽯津イニシアティブ⻑と BMFTR の Dr. Dirk Ziemann による開会挨拶（左）、 
Prof. Haris Gačanin によるパネルセッション（中）、XGMF と 6G Platform Germany の MoU 締結式（右） 

第 6 回⽇独 Beyond 5G/6G 研究ワークショップの集合写真 
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開催⽇： 2025 年 7 ⽉ 1 ⽇（⽕）- 3 ⽇（⽊） 
会場： bcc Berlin Congress Center （ドイツ・ベルリン） 
主催： 6G Platform Germany    ※⽇独 Beyond 5G/6G 研究ワークショップは NICT との併催 

 

  

活気に満ちたデモ会場 
! ! !
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Innovation Bridge @TOKYO プレオープニングセレモニーを開催 
  

2025 年 8⽉に⽇本橋イノベーションセンターにて、Beyond 5G を中⼼としたイノベーションの拠点と
なる「Innovation Bridge @TOKYO」のプレオープニングセレモニーを開催しました。本拠点の正式オー
プンは 2026 年 3 ⽉を予定しており、イベントはその先駆けとして、本拠点のコンセプト発信と関係者間の
交流を⽬的に実施されました。本イベントには、Beyond 5G 関連活動に接点がある⽅を中⼼に、NICT職
員 60名および様々な分野からの招待者約 50名が参加しました。 

 
冒頭で NICT の徳⽥英幸理事⻑より開会の挨拶があり、「Beyond 5G/6G における研究開発は単なる技

術進化にとどまらず、社会や産業構造そのものを変⾰する可能性を秘めている。アジャイルな研究開発、
グローバルな情報発信、分野・組織を超えたコミュニティ形成を⼀体的かつ循環的に推進するための拠点
として、NICT では Innovation Bridge @TOKYOの構築を⽇本橋にて進めており、本イベントはその理念
を様々なステークホルダの⽅と共有する場として位置づけられる」と⽰されました。 

続いて、寳迫巌 Beyond5G 研究開発推進ユニット⻑からの挨拶として、「今⽇ここで体験したことをぜ
ひ家族や同僚に伝えてほしい」という呼びかけとともに、⽇本橋という⽴地を活かした拠点づくりへの意
欲が語られました。 

 
コンセプト説明では、Society 5.0 の実現に向けた NICT のビジョンが紹介され、サイバー空間とフィジ

カル空間の融合による⼈間中⼼の社会の構築を⽬指す取り組みが説明されました。Beyond 5G 技術を基盤
とし、国内外の研究者、企業、若⼿⼈材、医療関係者など多様なステークホルダとの連携を通じて、社会実
装を⾒据えた活動が展開されることが想定されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳⽥理事⻑による開会挨拶（左）と寳迫ユニット⻑による挨拶（右） 
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拠点構想として、「LAB Lounge」と名付けられたイベントスペースを中⼼に技術展⽰、ワークショップ、

マッチングなどを通じてアイデア創出と実証を⾏う場が整備される予定で、そこでは研究者や技術者でな
い⽅々にも気軽に参加できるようなくつろぎながら⾃由に発想できる空間づくりが意識されており、従来
の研究施設とは異なるアプローチが取られていることが紹介されました。 

イベント中盤では、柳川範之 東京⼤学⼤学院経済学研究科教授より来賓挨拶があり、NICT の技術⼒と
イノベーションブリッジ構想に対する⾼い評価が述べられました。その中で、技術⾰新の時代において、
社会実装には技術者のみならず、他分野の専⾨家や社会との連携が不可⽋であり、オープンな議論の場の
重要性が強調されました。 

 
続いて⾏われたパネルディスカッションでは、「イノベーション拠点に期待する機能と役割」をテーマに、

下記４名のパネリストによる活発な議論が展開されました。 
⾕⼝ 宏樹 様（総務省） 
栄藤 稔 様 （国⽴⼤学法⼈⼤阪⼤学） 
野⽥ 華⼦ 様（アンリツ株式会社） 
三村 憲⼀ 様（国⽴研究開発法⼈産業技術総合研究所） 

 
NICT の中⽴性と技術⼒を活かした橋渡し機能への期待、AI やセキュリティなど時代の関⼼に合ったイ

ベント企画の必要性、農業や医療など異分野の「リアルな課題」を持つ⼈々との対話の重要性などを指摘
いただきました。また、若⼿⼈材や国際連携の促進、アイデアソンの活⽤、メーリングリストに依存しな
い新たな集客⼿法の検討など、拠点運営における具体的な提案もいただきました。特に、ネットワーキン
グの場としての機能が強調され、「ビールとピザで語り合えるような空間」が創造性を刺激するとの意⾒が
印象的でした。 

 
最後に安井元昭理事より閉会の挨拶があり、「この場は準備なしで来て、⾃由に雑談し、フィードバック

する場である」とのメッセージが発信されました。変化のスピードが加速する中で、新しい価値を⽣み出
すにはインタラクションが不可⽋であり、Innovation Bridge @TOKYOをその起点として活⽤してほしい
との期待が込められました。 

 

⽯津イニシアティブ⻑によるコンセプト説明（左）と東京⼤学 柳川教授による応援メッセージ（右） 
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パネルディスカッション 

パネルディスカッションの全景 

集合写真 

⼭下研究員による総合司会 

フロアからの質問 

安井理事による閉会挨拶 
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セレモニー終了後には、展⽰物の⾒学会が実施され、以下の展⽰が紹介されました。 
・未来社会ジオラマ（広報部） 
・時空間同期（時空標準研究室） 
・超スポット CPSサービス（ソーシャル ICT システム研究室） 
・省電⼒モバイルシステム（ネットワークアーキテクチャ研究室） 
・TN/NTN ジオラマ（宇宙通信システム研究室） 
・ダジック・アース（宇宙環境研究室） 
・ドライビングシミュレータ（BDI/テストベッドセンター） 
・遠隔操作ロボット OriHime 

 
⾒学会後には懇親会が開催され、今後の連携や展開を視野に⼊れた熱のこもった議論を交わすなど形式

にとらわれない⾃由な交流が⾏われ、拠点の今後の発展に向けた貴重な意⾒交換の場となりました。 
本イベントは、Beyond 5G/6G時代における研究開発の新たなイノベーションの拠点としての可能性を

⽰すとともに、関係者間の連携を促進する有意義な機会となりました。今後の正式オープンに向けて、継
続的な活動と議論を通じて本拠点の価値を⾼めてまいりたいと考えております。 

 
開催⽇： 2025 年 8⽉ 28⽇（⽊） 
会場：  ⽇本橋イノベーションセンター 
主催：  国⽴研究開発法⼈情報通信研究機構 
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未来社会ジオラマ（広報部） 省電⼒モバイルシステム 
（ネットワークアーキテクチャ研究室） 

TN/NTN ジオラマ（宇宙通信システム研究室） 

ダジック・アース（宇宙環境研究室） 

CPS 連動ドライビングシミュレータ 
（BDI／テストベッドセンター） 
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アグリチェーンの会 第 1 回ネットワーキングイベントを開催 

2025 年 9⽉ 4⽇(⽊)、東京⽇本橋の Innovation Bridge @TOKYOにて「アグリチェーンの会 第 1 回

ネットワーキングイベント」を開催し、約 20名の⽅に参加していただきました。 

本イベントは Beyond 5G の通信技術を活⽤し、Society 5.0 の実現に向けて農業分野を中⼼とした産業間

連携の可能性を探ることを⽬的として開催されました。通信技術に限らず、農業に関連する幅広いテーマ

を対象に、社会的ニーズを⾒据えた多⾓的な視点から議論が⾏われました。 

当⽇は、農業や Beyond 5G 技術に関⼼を持つ有識者、事業者などが現地に集まり、本イベントの趣旨説

明や講演、「農家・企業・アカデミアから⾒た農業の現状と未来」というテーマでのパネルディスカッショ

ンなどが⾏われました。 

後半には、講演とパネルディスカッションを受けて参加者同⼠でグループディスカッションを⾏い、参

加者からはアグリチェーンの会参加にあたっての期待や農業関係での課題について活発な議論が交わされ

ました。結果として経済に⽬を向ける班やまちづくりに⽬を向ける班など多様な意⾒が出され、異なる視

点からの意⾒やアイデアの共有につながりました。イベント後には、参加者から「NICT が農業をするのは

意外でした」といった声や「ぜひ現場を⾒に来てほしい」といった声もあり、ネットワーキングイベント

として分野を越えた交流のきっかけとなる場となっ

たことが感じられました。これからアグリチェーンの

会の活動を活性化するとともに、テーマを深掘りし、

具体的な連携・⾒学・実証を⽬指す“アグリのつどい”

に向けて取り組んでいきたいと思います。 

 

 

 
開催⽇： 2025 年 9⽉ 4⽇(⽊) 

会場：  Innovation Bridge @TOKYO （⽇本橋イノベーションセンター） 

主催：  Beyond 5G 研究開発推進ユニット 
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MIKA2025 に参加 
 

無線分野を取り巻く様々な分野における研究を横断的に議論する場として運営されている、「MIKA2025

電⼦通信情報学会通信ソサイエティ⾰新的無線通信技術に関する横断型研究会」に参加しました。MIKAは

様々な分野の研究を横断的に議論する場として開催されています。プログラムは主に招待講演やチュート

リアル講演、ポスターセッションによって構成され、その他にも企画セッションなどが開催され、これら

を通して交流や質疑応答が活発に⾏われました。今回の講演では、メタバースや協創、イノベーションに

関連するテーマが多く取り上げられており、技術的な側⾯だけでなく、社会的・産業的な視点からの議論

も交わされました。特に異分野連携による新たな価値創出に関する話題を通して、異業種連携による可能

性や必要性を再認識することができました。ポスターセッションでは、通信技術に限らず、空間認識、倫

理的課題など、⾮常に幅広いテーマが発表されて広範な議論が展開されていたのが印象的でした。 

 

今回、NICT では企業プレゼンと企業展⽰ブースにおけるポスター出展をすることで、Beyond 5G 関連

の取り組みと協創拠点である Innovation Bridge @TOKYOの紹介を⾏いました。プレゼンでは⽯津健太郎 

Beyond 5G デザインイニシアティブ⻑により Beyond 5Gユニットがこれまでに取り組んできた活動を振

り返るとともに、海外と連携したワークショップや、現在進⾏中の農業関連のイベントなど今後の活動予

定についても発表しました。また、企業展⽰ブースではゆっくりと参加者の⽅々とお話をすることができ、

私たちが主催、運営をしているイベントに興味を持って頂いたりフィードバックを頂いたりと、これから

の活動のためにも⾮常に有意義な時間となりました。 

 
開催⽇： 2025 年 9⽉ 29⽇(⽉)~10 ⽉ 1 ⽇(⽔) 
会場：  沖縄市町村⾃治会館 
主催：  ⼀般社団法⼈ 電⼦情報通信学会 
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Sakura とまなぶ！ NICT の研究編 
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20260121    22
NICT Innovation Center, Bellesalle Tokyo Nihonbashi
@Tokyo Nihonbashi Tower, Tokyo

The 7th
Germany-Japan
Beyond 5G/6G
Research Workshop

The 7th Germany-Japan Beyond 5G/6G Research Workshop
2026.1.21-22　NICT Innovation Center (15F), Bellesalle Tokyo Nihonbashi (4F) 
https://beyond5g.nict.go.jp/en/event/20260121Germany-Japan-Workshop.html

イベント出展予定
EVENT EXHIBITION SCHEDULE


